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加
藤
政
洋

﹃
大
阪

都
市
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
す

﹄

﹁
地
理
学
者
と
︑
街
へ
！
﹂

本
書
の
帯
に
は
︑
こ
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
文
言
の
通
り
︑
本
書
は
現

地
を
歩
く
感
覚
を
重
視
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
︒

小
説
家
や
詩
人
の
語
り
が
多
く
引
用
さ
れ
︑
彼
ら

の
足
取
り
を
辿
る
よ
う
に
し
て
話
が
展
開
し
て
い

く
︒
ま
ず
︑
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
章
ご
と
に
概

説
す
る
︒

序
章
﹁
路
地
と
横
丁
の
都
市
空
間
﹂
は
︑
﹁
大

阪
的
な
る
も
の
﹂
を
表
象
す
る
空
間
形
態
と
し
て

﹁
路
地
﹂
と
﹁
横
丁
﹂
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
︒
こ

れ
ら
は
︑
単
な
る
通
路
で
は
な
く
︑
そ
れ
を
取
り

囲
む
空
間
も
含
め
た
あ
る
種
の
小
世
界
で
あ
る
︒

淫
靡
で
猥
雑
な
こ
れ
ら
の
空
間
は
︑
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な
ま
な
ざ
し
の
下
に
商
品
化
さ
れ
︑
各
所
の

商
業
施
設
や
地
下
街
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い
っ
た
︒

第
�
章
﹁
大
阪
︽
南
／
北
︾
考
﹂
で
は
︑
キ
タ

と
ミ
ナ
ミ
の
二
大
繁
華
街
が
比
較
さ
れ
る
︒
ど
こ

か
﹁
東
京
の
匂
い
﹂
が
す
る
梅
田
に
対
し
︑
難
波

は
純
然
た
る
﹁
大
阪
の
顔
﹂
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
︒

筆
者
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
を
礼
賛
し
た
文
人
の
語
り
を

挙
げ
つ
つ
︑
こ
れ
を
﹁
明
日
を
夢
見
る
︽
北
︾
︑

懐
古
す
る
︽
南
︾
﹂
と
整
理
す
る
︒

第
�
章
﹁
ラ
ビ
リ
ン
ス
の
地
下
街
﹂
は
︑
梅
田

と
難
波
の
地
下
街
を
対
象
と
す
る
︒
戦
後
︑
浮
浪

者
や
戦
災
孤
児
が
集
ま
り
︑
闇
市
が
輻
輳
す
る
空

間
と
な
っ
て
い
た
地
下
道
は
︑
そ
の
後
の
開
発
に

よ
っ
て
︑
そ
れ
ら
の
﹁
異
物
﹂
を
排
除
し
︑
明
瞭

に
役
割
が
定
め
ら
れ
た
商
業
空
間
へ
と
変
化
し
た
︒

第
�
章
﹁
商
都
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
﹂
は
︑
同
業
者

街
を
テ
ー
マ
と
し
た
章
で
あ
る
︒
薬
の
道
修
町
︑

繊
維
の
丼
池
な
ど
︑
近
世
か
ら
戦
後
に
至
る
船
場

の
問
屋
町
の
系
譜
は
︑
そ
の
ま
ま
商
都
大
阪
の
歩

み
と
重
な
る
︒
ま
た
︑
郊
外
移
転
し
た
西
横
堀
の

銘
木
問
屋
や
︑
若
者
の
街
へ
と
転
換
し
た
堀
江
の

家
具
街
な
ど
︑
現
代
的
展
開
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
て
い
る
︒

第
�
章
﹁
葦
の
地
方
へ
﹂
は
︑
葦
が
生
い
茂
る

湿
地
帯
か
ら
一
転
し
て
︑
工
業
都
市
大
阪
を
牽
引

す
る
工
場
地
帯
と
な
っ
た
湾
岸
地
域
が
舞
台
と
な

る
︒
そ
こ
に
は
︑
工
場
労
働
者
の
た
め
の
低
廉
な

住
宅
や
小
売
店
︑
花
街
な
ど
︑
石
川
栄
�
が
﹁
場

末
﹂
と
呼
ん
だ
一
帯
に
相
当
す
る
よ
う
な
空
間
が

生
ま
れ
た
︒

第
�
章
﹁
ミ
ナ
ミ
の
深
層
空
間

見
え
な
い
系

を
た
ど
る

﹂
は
︑
ミ
ナ
ミ
の
都
市
周
縁
が
語
ら

れ
る
︒
千
日
墓
は
阿
倍
野
墓
地
へ
︑
難
波
新
地
は

飛
田
遊
廓
へ
︑
日
本
橋
の
木
賃
宿
は
釜
ヶ
崎
の
ド

ヤ
街
へ
と
︑
近
世
大
坂
に
存
在
し
た
墓
地
・
遊

廓
・
木
賃
宿
は
︑
近
代
以
降
︑
郊
外
へ
と
移
転
し

て
い
っ
た
︒
こ
れ
ら
は
︑
衛
生
や
道
徳
に
ま
つ
わ

る
言
説
を
元
に
し
た
︑
空
間
的
排
除
の
帰
結
で
あ

る
︒第

�
章
﹁
大
阪
�
	
	



未
来
都
市
の
�



年

﹂
は
︑
平
成
以
降
の
大
阪
市
の
都
市
計
画
に

つ
い
て
︑
そ
の
理
想
と
失
敗
が
描
か
れ
て
い
る
︒

大
阪
市
に
よ
る
開
発
計
画
は
︑
周
囲
の
空
間
か
ら

切
り
離
さ
れ
︑
歴
史
-
地
理
的
文
脈
を
無
視
し
た

が
故
に
失
敗
し
た
と
筆
者
は
分
析
し
て
い
る
︒

終
章
﹁
界
隈
の
解
体
﹂
で
は
︑
阿
倍
野
の
再
開

発
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
阿
倍
野
区
と
西

成
区
の
境
界
に
存
在
し
た
旭
町
商
店
街
は
︑
釜
ヶ

崎
／
阿
倍
野
界
隈
を
特
徴
づ
け
る
歓
楽
空
間
だ
っ

た
︒
し
か
し
︑
阿
倍
野
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
︑

そ
の
界
隈
性
は
解
体
さ
れ
︑
高
層
ビ
ル
と
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
よ
る
没
場
所
的
な
空
間
が
作
り

出
さ
れ
た
︒

以
上
が
本
書
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
︒
近
代
以
降

紹 介
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の
大
阪
全
般
が
広
く
扱
わ
れ
て
い
る
が
︑
全
体
と

し
て
は
︑
都
市
空
間
を
形
成
す
る
力
学
︑
と
り
わ

け
﹁
空
間
的
排
除
﹂
と
﹁
場
所
の
均
質
化
﹂
が
本

書
の
主
題
と
言
え
よ
う
︒

あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
︑
学
部
時
代
に
巡
検
で
大

阪
を
訪
れ
た
こ
と
が
︑
筆
者
の
二
〇
年
以
上
に
渡

る
大
阪
研
究
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
︒
場
所

と
の
出
会
い
は
︑
そ
れ
ほ
ど
強
烈
な
感
覚
を
引
き

起
こ
す
︒
本
書
も
︑
机
上
で
読
む
だ
け
で
は
な
く
︑

実
際
に
大
阪
の
街
へ
繰
り
出
し
て
そ
の
内
容
を
追

体
験
す
べ
き
本
で
あ
ろ
う
︒
雑
踏
の
音
︑
ネ
オ
ン

の
光
︑
食
べ
物
の
匂
い
⁝
︑
そ
れ
ら
に
身
を
晒
し

て
こ
そ
︑
本
書
を
読
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
︒
い
ざ
︑
地
理
学
者
と
︑
街

へ
！

︵
新
書
版

二
五
三
頁

二
○
一
九
年
四
月

筑
摩
書
房

八
二
○
円
︶

︵
重
永
瞬

京
都
大
学
文
学
部
︶

受

贈

誌
︵
二
〇
一
九
年
二
月
一
三
日
～

二
〇
一
九
年
四
月
一
日
︶

紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
︵
和
歌
山
大
学

紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
︶
三
九

美
術
研
究
︵
東
京
文
化
財
研
究
所
︶
四
二
六

T
h
e
Jo
u
rn
a
l
o
f
T
e
rrito
ria
l
a
n
d
M
a
ritim
e

S
tu
d
ie
s︵
N
o
r
th
e
a
s
t

A
s
ia
n

H
is
to
r
y

F
o
u
n
d
a
tio
n
︶
六

一

信
濃
︵
信
濃
史
学
会
︶
七
一

二

史
學
雜
誌
︵
史
學
會
︵
東
京
大
学
文
学
部
内
︶
︶

一
二
八

一

経
済
論
叢
︵
京
都
大
学
経
済
学
会
︶
一
九
二

三

～
四

日
本
史
研
究
︵
日
本
史
研
究
会
︶
六
七
八

帝
京
史
学
︵
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
︶
三
四

史
迹
と
美
術
︵
史
迹
美
術
同
攷
会
︶
八
九
二

社
会
経
済
史
学
︵
社
会
経
済
史
学
会
︶
八
四

四

日
本
歴
史
︵
日
本
歴
史
学
会
︶
八
五
〇

待
兼
山
論
叢

文
化
動
態
論
篇
︵
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
︶
五
二

斯
道
文
庫
論
集
︵
斯
道
文
庫
︶
五
三

日
本
民
俗
学
︵
日
本
民
俗
学
会
︶
二
九
七

中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
︵
中
央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
︶
八
九

四

茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
人
文
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
論
集
︵
茨
城
大
学
人
文
社
会
科

学
部
︶
三

茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集

︵
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
︶
三

摂
大
人
文
科
学
︵
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
︶
二
六

鹿
児
島
経
済
論
集
︵
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

学
会
︶
五
九

三
・
四
合
併
号

国
家
學
會
雜
誌
︵
国
家
学
会
事
務
所
︶
一
三
二

一
・
二

一
橋
研
究
︵
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

員
会
︶
四
三

二
・
三
・
四
合
併
号

國
史
學
︵
国
史
学
会
︶
二
二
七

信
濃
︵
信
濃
史
学
会
︶
七
一

三

愛
大
史
学

日
本
史
・
世
界
史
学
・
地
理
学

︵
愛
知
大
学
文
学
部
人
文
社
会
学
科
︶
二
八

文
學
論
叢
︵
愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
︶
一

五
六

史
學
雜
誌
︵
史
學
會
︵
東
京
大
学
文
学
部
内
︶
︶

一
二
八

二

古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
︵
専
修

大
学
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
︶
五

駿
台
史
學
︵
駿
台
史
学
会
︶
一
六
五

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
︵
立
命

館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
︶
二
六
-
三

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
︵
東
洋
大
学
︶
七
二
史
料

科
篇
四
四

日
本
常
民
文
化
紀
要
︵
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
︶
三
四

九
州
国
際
大
学

国
際
・
経
済
論
集
︵
九
州
国
際

122 (810)


